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第 23回
『明治日本の産業革命遺産』

エリア 8　　八幡

　

官
営
製
鐵
所
（
現
：
新
日

鐵
住
金
（
株
）
八
幡
製
鐵
所
）

は
、
銑せ

ん

鋼こ
う

一
貫
生
産
の
製
鉄

所
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
明
治
34
年（
１
９
０
１
）

に
操
業
を
開
始
し
、
生
産
が

軌き

道ど
う

に
乗
っ
て
か
ら
は
年
を

追
う
ご
と
に
生
産
量
を
増
加

さ
せ
、
併
せ
て
施
設
を
拡
張

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

構
成
資
産
と
し
て
福
岡
県

北
九
州
市
八
幡
東
区
に
所
在

す
る
製
鐵
所
創
業
期
の
建
築

群
（
旧
本
事
務
所
・
修
繕
工

場
・
旧
鍛か

冶じ

工
場
）
と
、
福

岡
県
中
間
市
に
所
在
す
る
水

源
地
施
設
（
遠お

ん

賀が

川が
わ

水
源
地

ポ
ン
プ
室
）
の
二
カ
所
が
推

薦
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
本
事
務
所
は
、
煉れ
ん

瓦が

造

の
事
務
所
建
築
で
長
官
室
や

顧
問
技
師
室
な
ど
が
置
か
れ

ま
し
た
。
修
繕
工
場
、
旧
鍛

冶
工
場
は
、
と
も
に
ド
イ
ツ

Ｇ
Ｈ
Ｈ
．社
の
設
計
、
鋼
材

に
よ
る
工
場
建
築
で
す
。

　

カ
マ
ボ
コ
状
の
緩
や
か
な

曲
線
を
描
く
屋
根
が
、
外
観

上
の
特
徴
で
、
鉄
骨
造
工
場

建
築
と
し
て
は
国
内
最
古
級

で
す
。

　

　

遠
賀
川
水
源
地
は
、
製
鉄

増
産
に
伴
い
必
要
と
な
っ
た

大
量
の
水
を
安
定
確
保
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
水
源
地

施
設
で
す
。
ポ
ン
プ
室
は
、

赤
煉
瓦
を
基
本
に
鉱こ

う

滓さ
い

煉
瓦

今なお現役として活躍する八幡の施設

　

男
女
を
問
わ

ず
、
美
容
医
療（
二

重
ま
ぶ
た
、
痩そ

う

身し
ん

な
ど
）
に
つ
い
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

雑
誌
な
ど
で
多
く

の
広
告
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
一
部
の
悪

質
な
美
容
医
療
機

関
の
場
合
、
必
要

で
は
な
い
別
の
手
術
を
併
せ

て
進
め
、
患
者
に
じ
っ
く
り

考
え
る
時
間
を
与
え
な
い
で

高
額
の
契
約
を
さ
せ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た

金
額
よ
り
も
高
額
の
費
用
を

請
求
を
す
る
な
ど
の
事
案
な

ど
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

美
容
医
療
行
為（
手
術
）

は
、
自
分
自
身
の
身
体
を
傷

つ
け
る
行
為
で
す
。
本
来
、

医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
こ

れ
に
よ
る
副
作
用
な
ど
の
説

明
を
十
分
に
行
い
、
患
者
に

慎
重
に
考
え
る
時
間
を
与
え

「
美
容
医
療
は
慎
重
に
」

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心 
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消費生活相談日　毎週月・金曜日（※例外あり）各 9：00～ 16：00　市役所伊豆長岡庁舎 1階小会議室

を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
随
所

に
用
い
た
装
飾
性
の
高
い
煉

瓦
造
建
築
物
で
す
。

　

修
繕
工
場
、
遠
賀
川
水
源

地
ポ
ン
プ
室
は
、
建
設
後

１
０
０
年
を
経
過
し
た
、
今

な
お
現
役
施
設
と
し
て
稼
働

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
も
の

づ
く
り
を
今
に
伝
え
る
施
設

を
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守

り
継
い
で
い
き
ま
す
。

てつざえもん
塗り絵展示

3 月はひまわり保育園
の年長さんが塗ってくれ
た作品を反射炉受付所で
展示しています。

3月31日（月）まで

（
文
と
絵
）

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

182014.3.119 2014.3.1

５
世
紀
後
半
〜
８
世
紀
頃

（
古
墳
時
代
〜
奈
良
時

代
）
に
か
け
て
、
墳ふ

ん

丘き
ゅ
うを

も
つ

古
墳
と
並
行
し
て
、
全
国
的
に

横
穴
墓
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
横
穴
墓
と
は
、
丘
陵

の
斜
面
や
崖
面
な
ど
に
横
方
向

に
穴
を
掘
っ
て
造
っ
た
墓
で
、

複
数
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
営

い
と
な

ま
れ
た
も
の
で
す
。
市
内
に
お

い
て
も
、
丘
陵
斜
面
や
崖
面
に

28
カ
所
の
横
穴
墓
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
横

穴
墓
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

宗
光
寺
に
あ
る
宗
光
寺
横
穴

群
は
、
24
基
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
横
穴
墓
か
ら
は

高
温
で
焼
い
た
須す

恵え

器き

の
横よ

こ

瓶べ

な
ど
の
焼
き
物
、
鉄て

つ

鏃ぞ
く

（
鉄
の

や
じ
り
）、

勾ま
が
た
ま玉

な
ど

が
出
土
し

て
い
ま
す
。

宗
光
寺
横

穴
群
か
ら

南
東
約
３
５
０
ｍ
に
あ
る
、
同
時
代

の
創
建
と
考
え
ら
れ
る
古
代
寺
院
、

宗そ
う

光こ
う

寺じ

廃は
い

寺じ

と
の
関
連
性
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

　

北
江
間
の
北
江
間
横
穴
群
は
、
大

嵐
山
丘
陵
南
西
斜
面
に
位
置
し
て
お

り
、
大
師
山
横
穴
群
・
大
北
横
穴
群

な
ど
群
単
位
で
構
成
さ
れ
、
総
計

１
０
１
基
か
ら
な
る
伊
豆
地
域
屈
指

の
横
穴
墓
で
す
。

　

こ
の
内
、
大
師
山
横
穴
群
は
、
10

基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
１

号
墓
は
高
さ
2.8
ｍ
、
奥
行
き
6.2
ｍ
を

誇
り
、
中
に
高
さ
1.5
ｍ
の
家
形
石
棺

が
安
置
さ
れ
て
い
る
、
伊
豆
地
域
で

も
稀ま

れ

な
超
大
型
の
横
穴
墓
で
す
。

　

大
北
横
穴
群
で
は
、
北
江
間
横

穴
群
の
な
か
で
最
も
多

い
47
基
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
横
穴
群

か
ら
は
、
火
葬
骨
を
埋

納
す
る
石い

し

櫃び
つ

が
出
土
し

て
い
ま
す
。
24
号
墓

で
出
土
し
た
石
櫃
に
は

「
若わ

か
と
ね
り

舎
人
」
銘
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
若
舎
人
」
と
い
う
文
字
か
ら
、
当

時
の
大
和
朝
廷
に
出
仕
し
た
官
僚

や
、
そ
の
関
係
者
の
墓
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

横
穴
墓
は
、
急
な
斜
面
を
掘
り
込

ん
で
空
間
を
つ
く
る
た
め
、
あ
る
程

度
掘
り
や
す
く
、
か
つ
崩
落
し
に
く

い
地
盤
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
内

の
横
穴
墓
は
、
主
に
軟
質
な
凝

ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

層そ
う

を
選
ん
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
横
穴
墓
の
形
に
は
、
入
口

部
分
が
ア
ー
チ
状
で
あ
っ
た
り
、
正

方
形
で
あ
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
岩
盤
に
は
当

時
の
人
々
が
苦
心
し
て
掘
っ
た
ノ
ミ

な
ど
の
工
具
跡
が
、
今
も
無
数
に

残
っ
て
い
ま
す
。横
穴
墓
の
造
営
は
、

当
時
の
最
先
端
の
技
術
を
駆く

使し

し
た

も
の
で
あ
り
、
か
つ
当
時
の
社
会
的

背
景
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

北
江
間
横
穴
群
は
国
の
史
跡
で
あ

り
、
大
師
山
横
穴
群
・
大
北
横
穴
群

は
現
地
見
学
が
で
き

ま
す
。
な
お
、「
若
舎

人
」
銘
の
石
櫃
は
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
市
役

所
あ
や
め
会
館
で
展

示
し
て
い
ま
す
。

その 105

伊豆の国市の横穴墓

国史跡北江間横穴群
（大北横穴群）

宗光寺横穴群出土の
須恵器横瓶

※ 現在配布中の平成26年度生涯学習情報
誌で「きっかけ作り塾」の受講生を募
集中です。次はあなたも「きっかけ作
り塾」に参加してみませんか。

　昨年５月に始まり、延べ約 650 人の受講生が学んだ生涯学習きっかけ
作り塾が１年間の締めくくりを迎えます。初歩から学んだ成果を一堂に集
めて発表します。あなたの家族や友人の力作・熱演をご覧ください。

生涯学習きっかけ作り塾　合同発表会

と　き／3月15日（土）
　　　16日（日）
ところ／韮山時代劇場
発表内容／小作品展示 18講座、ステージ発表 11講座、
　　　　　体験ブース 2講座
その他／ 入場無料、申し込み不要です。
　　　　 駐車台数に限りがありますので公共交通機関をご利

用ください。ステージ発表終了後、15 時から閉講
式を行います。

13：00 ～展示発表のみ

9：30 ～展示発表
13：00 ～ステージ発表

問 社会教育課　☎ 055-948-1461

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
説
明
行
為
を
省
略
す

る
、
ま
た
は
患
者
に
考
え
る

時
間
を
与
え
な
い
、
な
ど
に

よ
り
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

美
容
医
療
は
魅
力
的
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
消
費
者
は

慎
重
に
検
討
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

自分の身体のことだからこそ、より慎重に

修繕工場【非公開施設】
（写真提供：新日鐵住金（株）八幡製鐵所）

遠賀川水源地ポンプ室【非公開施設】
（写真提供：新日鐵住金（株）八幡製鐵所）


